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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、「Gタンパク質シグナル伝達調節因子（RGS）」遺伝子ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、グアノシントリホスファターゼ（GTPase）活性化タンパク質としてだけでなく、転写抑制因子としても機能する可能性があります。このタンパク質は腫瘍形成に関与している可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが同定されています。他にも選択的スプライスバリアントが報告されていますが、その生物学的性質は解明されていません。 [RefSeq提供、2008年7月],機能:Gタンパク質αサブユニットのGTPase活性を増加させることでシグナル伝達を阻害し、不活性なGDP結合型にします。,PTM:DNA損傷時にリン酸化されます（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性:GoLocoドメインを1つ含みます。,類似性:PDZ（DHR）ドメインを1つ含みます。,類似性:RGSドメインを1つ含みます。,類似性:RBD（Ras結合）ドメインを2つ含みます。,組織特異性:アイソフォーム3は脳特異的です。,
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	RGS12抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはRGS12ペプチドでブロッキングされている。
	

	RGS12 抗体を使用した HUVEC 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	RGS12 ポリクローナル抗体を使用した 3T3 細胞のウエスタン ブロット分析。

